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て、５ 良号

名区区、平日

良

第

規 北

土定そ 海

にの平

同

道

よ関成

地
告改
り係 示良
、書年 第法 同

次類
のは月 昭
土、５ 号

地平日

和

号

任
退同同

平
成平同同
十成

三
年
十

の患 ・畜似 畜
患患疑同

生数１３ 発頭
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海海
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支支業般

場知川事
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所庁庁

一 項
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める
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を

縦 い
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変般 に
の

に海 準
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別
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中別

岡市江

市沢市

笠見
幌太

山
向 番
地番 町
地 の
地３

９番の

達年
月 也
日

北 登番北

海 海

倶虻３
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法失年 第
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し １
定達 第

産業

内
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北

林容登番北 海

業に平海 道

種変成録号道 告

苗更 示

法が年 第
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昭っ月名住 同

海症
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所森寿森知

業住村留町

組村組町

の林都林安

者

条

又留１

名合字合北

氏

幼以種幼以

名都東

は寿

産苗外子苗外

生

和。５ 号

日
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律
法
年

第
）

号

採場

事所在事のの

第
条

又

の名に取所

業の地業

京虻虻

容及るは

内称係

幼外
苗の極田田

森京京 地の苗町郡郡 番

組町町

成の林極極

育木
及育

和た５更又所 号

旨日は

出項及

法届称

年の事名

あ
第が

律

更田 ）た極

号っ変京虻
森 前郡 第。町
京

１
同

町 登 第組極

条林 の

苗採育苗 事ののののの

の及の

業成木取成木

育
成幼成 内び育び育 の及

田

事留虻倶虻

容苗苗

幼

倶

所都郡安郡

業寿田知

１

名森寿森知

の村留町

虻虻虻よ北

に
定
規

の
項

郡郡郡、道

田田田り海

極知寿の事

京倶留次知

事

字町村産堀

町安都生

京三

び成合字字

三北字

虻種虻虻苗

以
苗極崎

幼
びう田子田田木

種及よ

育

の幼て郡の郡郡の

子

極寿成

採苗い京採京留

外林町町都

取以森極取

合春虻

びの組字、村

及

の京 内

項字 録 １合

精苗

よ北変よ虻

に
定

規容極
京

、道て郡 更

り海う田
林町

の事森極 後

次知い

石

り合春

お堀組字 の と

市
狩

一
六

及組村組町

称林都林安

地都

在寿

所留

び合字合 都の達

条寿者

崎７留業 田

、

目は

丁録也

５登

西

郡

選木日

並の

倶
町

幼安 地 に成知 番 び育

生日 登

、

苗

録 産
の容

者也地 内 業番 事達
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ア

指指

平 立町

成 定木主主村間 定

十

施の伐伐森伐

三 の伐にと林に

年

採 業係し整係

十 るて備る

北 海

１ 北

農 海

林平 号 道

水成保場 ） 告

安所 第 産 示

年林 大 第

予 条 臣の か月定 規 ら５森 号

、日林 定

道 公 報

村立次経

イウエ庁

木 そ主森間の済
の林

の の伐林伐と次部

係り図務 伐 他と整にお

て計ると」課 採 のし備

林伐画森す及及 の

森

第

１２３

字 定

安所立

保場指指ア
越 施の 予の二

定木 林次

の伐 定森

業 森林 採

のつ 目の・ 林に

号

定 北

森す 海

る平 道

予成

林
告法
定 示

で年 第昭
あ 和
る月
。５ 号

目の

日

年

月 要伐伐計森

五 採採画林 方

日

す定、

的件法種をでは

水定こるの

、るめ次

は

源めと標と

金

かいで伐り

のなが準お

曜

養る齢す

ん。き期と

日

よ 次の に

木上。

立以る

が に知 う通 よ在 る の所
１

っ別 安、 あ 保

市 林た を
定３ 別 指。の

す

採で林るびび 限

１

るの

つを定は度。松

に

る次の町

いすめ、次前
お場

はこ標のと役

てる
主が伐おりに

、と準と
齢とはえ

伐で期り」備
省い

係る以す、置

にき
伐木の。略て

る立上る

所い 方字 要

採はもし縦

は津 在的件法て大
、

松二干主

のは上

前越害伐以

郡

防、２
につ

町伐に

前備択筆

松

第
律

法

津るて

大よい

字

第
）

号

の
、も
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２
第

２
の

条

所
の。
木る

立す
該と

当

定、

予

村
町
市
る
す
在

で
、道
、 旨海
３ る北

の あ
森知

堀、

法２

林事の

昭

の 和

を当とそに

種、の、覧

め立る図す

定該すの供
）

いの及。

な木。面る
類

る書

す係

在関
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に海
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図
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に 次
分

限 部
事に す
知分 示
道

規
の

項

る
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立次務安所

間木の部林

おの山定

伐のと次治予

町支

市島
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５

ア
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安所立
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林
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め次省覧

定、、縦
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るす

在的件法
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樺

木
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十出き
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。略縦

立以る省て
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役
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縦

の

以
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お

と
の

次

金

」
り

曜

、
は

日

と海

の北
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略
省

治
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務
林

。産

る水
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該

野当

吉、

字は
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山

木
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村
町
市
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す
在
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す
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該との
係

在関

所び
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関
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のの 伐伐森伐と

木木 主
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次治予
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産
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道
海
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安所
保場指
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が り備林知 おに安通 と
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業、し整係り 伐伐
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す のの

択て備ると 採採

画林る 方限 要伐伐計森

件法よをでは度。

に採
るの

。るめ次

るす定、

で伐り

が準お

と標と

こ

図課森の

る齢す

き期と

び中所

及びの目

」及林

川在的
土

の役
次町
と場網次４

砂

り備郡の の の おに走、
図１ 」え美流

示 は置幌出 の、 に

の ６ す 、い町

採採 業、し整係り 伐伐

計森す のの

択て備ると

に採画林る 方限 要伐伐
定、

件法よをでは度。

と

こるの

。るめ次

るす
期と

で伐り

が準お

と標

所
の目

林
森の

る齢す

き

つの

川に砂

中筆土

在的

町次の

川て出

中い流

郡

し覧除

略縦解。 省てを

北

のす予

そ供る

、にす

）あ道

面。で海

図る定

堀

係、

関旨事

びる知

及

木上。

立以る

類林

書森

立す
該と

当の
、も

はの

、

市
る

す
在

所
の。

木る

部 省て字の防

分 略縦古２備

の に し覧梅、

限 、に

。 のすの、 、 る そ供

５
） 図る

、の 面。の ・

２ 及）

、 びの

関１の

係１

書以、、

類上

、も
はの
木上。

立以る

の。
木る

立す
該と

当の

図備

字の防

市
る

す
在

所

示
府に

国
す
部 の
分
に ・
限

一のる

八

・） １。

北
を法

也

道和

海昭達

水

市
る
係

に
村

町

産年

海に１２ 北筆のの を２

道つ、、

水い

市
る
係

に
村

町

産ての、

２
の

３
上

以



５

解い解場

置

平 て除所

成 除次縦予

十 の覧定

三 の図に保

年 」供安

十 はす林

北 海

４

解い解場保た

置
て除所安目

の覧定と

除次縦予林的
指

」供安て の図に保し

はす林

道 公 報

３

解い解場保た

置
て除所安目

の覧定と

除次縦予林的
指

」供安て の図に保し

はす林

第

２

解い解場保た

置
て除所安目

の覧定と

除次縦予林的
指

」供安て の図に保し

はす林

号

１

林的

除所安目

解場保た

理

林指

安て

保し

定と

予

月 、るの

五 省。所

日

歳

道そ千

、
し

由略）在

路の

金

地面
用図市

曜

す北有

とを国

日

るの定 理

た道。

る海林

由略）在れ

省。所さ

、
立の歳源

国そ千水

、
し

園面か

公図市の

海林

業北有養

事を国ん

さ

、るの定 理

地道。

用

、
し

由略）在れ

省。所
市の

立の歳衆

国そ千公

園面保

公図
用海林

業北有

事を国健

所さ

、るの定 理

地道。

水

、
し

由略）在れ

省。
図市の

線の歳源

無そ千

設面か

施
海林

地北有養

用を国ん

在れ

所さ

の定

す道。

と

保

市の

樽衆

小公

産の

め水次

。
林

有
国健

山部

治す

部示

務に

林図

歳。

千る

び限

及に

課分

図

す産の

と水次

役
市）

治す

め部示

た務に

る林
千る

び限

及に

課分

山部

産の

と水次

役
市）

歳。

め部示

た務に

る林図

す
び限

及に

課分

山部

治す

る水次

役
市）

歳。

千る

部示

務に

め林図

た産の

び限

及に

課分

山部

治す

図
の

次

役
市）

樽。

小る

）
。
る
限
に
分
部
す

示
に

号

え
備
に
所

北

留）

３

海

第平 道

成

萌 作

告開 業

条 示発 地

に年 第建 域

お 設
い月

号１２

え
備
に
所

北

札） 海

第平作作 道

成業業

幌
告開

種期 条 示発
に年類間 第建
お 設
い月

昭示

え
備
に
所

北

農和第 海

平 林 道 置

成 水年 告 い

産北号 示 て

大海中年 第 縦

臣道１ 覧

か告の月

６
え
備
に
所

に

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

に保し図

保た解

安目

部 し図

との
除 林的次

て５ 号

す
ら 町用

か 仁準日

長 由

お第
と法

の同
次る

、
り

部

量項
測１

共第
公条

て５公平 号

か準日共成

長
ら用測

次る９

、す量年

の同２月

と法級
準か

お第基日

り
公条点ら

共第）

測１月

量項

ら示事５ 号

を

す、第項日

供
る保

取 。安
指１す

の中消

）林号り
年
除５

解成
を平

定、。

指は

供安て」 の

る北
す

所さ省

るの定、 理

す林

道そ
、

し

）在れ由略

。

郡の用図

川衆路の

上公

す北

得健とを

新保地面

省

定、 理

指は

て」 の

町

の

公道そ
、

し

れ由略

さ

とを

保地面

の用図

衆路

に
施定

実規
をの

す北

健

知海 、通北 旨る
るよ

す
量が道 測

一 法あ知

九 っ事

規ま

をの日

和。堀 昭た

旨る
るよ

すに
施定で

実

知 量が道 測知海 、通北

っ事 法あ

告
定道
予海

和。堀 昭た

知第
通示

の
を

北 取

事

す１知

消中道

り号海

海

知成
通平堀

のび
旨及

る

。林

林産

有め水

国た道

示課

に山

図治

の部

次務

る海

に得

分新

部び

す及

山
治

部
務

林
産

め水
た道

歳
千

び
及

課

也 第
律達 法

年

也 第
律達 法

年

也

た海
っ北達

あ年
が８

場

る役

限町

、
で告
の道 備

に
所

役
市

え
備

）に

。

え



線
内

加
幌

寒
和

北 海

線
野

良
富

上
上

吹

道 公 報

線

上栖

の鷹 滝

寒 別
士和

線

第

１２

海
北

道道路旭 道

路路 告

のの

川

示

種路線幌 第

類線加

名内

、名線 号

道区

号

業業業

作作作

１２３

平種期地

成類間域
十
三
年公平天
十

和
郡郡

川川
上上

共成塩

和
西西

字字
町町

寒寒
和

和

郡郡
知知

空空

１３
番番

町町
野野

良良
富富

上上
番番
９

川川川川

な事上上上上
和和

班区郡郡郡郡

小業

朝朝 地

日日寒寒
字字 班 か町町町町 林 先
小 旭中中三三 な ら字字

班 川央央笠笠

市地

番番 江
旭

道域

ま６１ 丹番番 先

丹 場

江 覧

市 縦

川 び
及区

有
国

北
拓

字
町

別 所

月町 測

五量年、

日８幌

級か
４日

、３町

３月延

金基ら
準

曜点月
）

日

らで
かま

先先
地地

ま
日

１３

らで
かま

先先
地地

先先先 町地地 で地地 別

でらで 拓かまかま 字先

森
部
中
川
上
林
有
国
北ら

理
管

林
森

部
中

川
上

林
林

前前後後

で

区
業

事
署

後後前後後 後前後前

署
理
管

別

２更の前

変後
間班

林

敷

、成
間平
週前

一

地 般年
のの

関

路たの

道しそ
更

縦月

係

法。

まかまかま

は

和面

昭図

らでらでらで

まかまか

でらで ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら

す
供
に日員ら

覧５か 幅

る延

。

道
国

長

建

第道

律海

法北

年、
設

路 第

道 ）部 号

整

同同同同

及 １

課 第

備 条

道
海間

北区
複

重
の

と
等 項

覧旭

堀道
海

事縦北

知

よ

覧 に

縦 定

の 規

次 の

び
備 道

に 、

所 り

場

二え 路

〇

土
川

、 を

て 域

い 区

置 の

告 次

所所

也業
現

達場木

変ら
か り

日 お

の と

示 の



寄名
名らで

平 市寄

成 字市

十 曙字

三 曙

年 １

十 番 番

北 海

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２

類名域

図週年種区

面間
般日道西

、一５

は、月

北

道 公 報

更 北

道し 海

た 道

。
路 上

告 士法
示 幌第 音昭

和

更

号年 線

第

港

瀬空 丸広 利

帯 武
上新

線線

布

号

線
露

芭
軽

遠

月 ４

五 地 地

日

後
かま

先 先

金

別
の前前後

曜

日

建覧名

道縦連

海の道風

変

道す
部供線

設に寄間
敷

及
課

備前

整。更

路る

東東

第 河河

律
法

地 北
び

郡郡
町町第

幌幌） 士士号

字字

項

幌幌１

士士第

中中条

紋先小帯帯

８８の

東東

郡ら地市市

別か班広広

瀬別ま正正

丸紋先大大
３

町丸東東

布郡で町町

武布線線

上瀬４

利町

番

有武１ 番

国上

別別
湧湧

郡郡
別別

紋紋
露露

芭芭
上上

字字
町町

－－

らでらで

かまかまかま

らで

土北

川員

旭幅

道の 海

重

に
所事

業知

現道延

木海

線線規

い国

置
え
備堀長

定
に

先

、 地地

り １１

よ 番番

域
区

の らで路 かま道 先

地

の
次

を

走有ま 先

網国先 地

林利
西
森走
部網ら 西林で か

管
署林
理森
管部
林

班署
林理

で
かま

先先
地地

３３

い

区河番

１２３

間
区

複

ら

道路道

西 路路

か
中 種区先

郡 の線の地

、等

て達道

ら
札 類名域

更の

示の

告也と

北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第昭

面間 和

は、月

前後

変
り

お
と

前後前後

地い
班班
小林

後 後前

道内郡 南

道静西
村河

内

札札 内

中中 札
内 内間

前別
更の前

変後

線

、一５ 号

道縦

律海の

法北般日

年

建覧

第

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。

かまかま

及 １

課 第

備 条

でらでらで

ま かまかまかまか
け

お

後

でらでらでらでら

かま
ら

かまかま

道け道

道お道

らでらで

敷
地
の

延
員らで
かま 幅

二
一

に

道 定

海 規

北 の

び 項

長

道

木海 、

土北 り

広 よ

帯
に 区

所事 の

業知 路

現道

る

え を

備堀 域

かま

間
のらで

同

頃

豊る豊

頃

糠 糠

内 内

芽

北
にに

線間線

室の室

芽

国重

網
道

海
北

帯
道

海

同

の

置 次

の間
と区

等複
道

示
告也 り

、 お

て達 と

い

木
土
走

所
業
現

木
土

広

変 所
業
現



平道路道区

日
の１２３

の線の

ら成路路

か
２

類名域

週年種区

間
般日道豊

一５
、月

北 海

更 北

道しそ 海

、の 道

同関

路
告

条係

法
示

第図 第

２面

昭
和
項は
の、 号

規北

年

道 公 報

足 線広谷 帯

水 別

路幕清

名線線

室寄

芽

第

路

林林中西小道道
１２

内地のの

十部 班札班路

西林 小村先種路

勝森 イ
札で名

部管 班南ま類線
道区

林署 先内、

森理 地
か国

号

南西

村河

平札郡

成内中
十札
三内 番 年村
十南

に別間

覧頓

縦下

の道牛

更の

る場変後

す車

供停

律定海

法

地
敷

前別

。線

寄よ建

第 足に道

郡り設
路 第

寄路道 ） 足道部 号

町の

芽供整
を課 第

登用備 条
開及 １

帯足
１す北 の

番始び 項

郡

広広広広寄

区帯帯帯

寄

西南西南足

市市市市
町 町
南１南１芽

条東条東町

条登 条
丁３丁３

目丁目丁

１

５目５目番

番１番

管ら有道域

西十び 班 署河林及 林 理
郡勝イ縦

前後

所
場

覧

地 月先札

五ま内

日

有 で国

金後

曜

日

長

事
知
道延

海
北

員
幅

の 。道 定

地る海 規

国重

堀

、

土 り

で内 よ

ま稚 に

先

後に 区

所 の

業 路

現 道

木

地

い の

置 次

え を

備 域

前
か

先１先１先

地番地番
ま

ら先ら先ら

か地か地

の前前後

変後
間でで

ま

敷
前別
更

でらで

まかま

らでら

かまか

１
の間

也と区
等複

達道

業 北

都を 海

認平施 道

可成

市
告行 計
し 示者 画
た年 第の 法
。
月名

て と

、 お

告 り

頓地

でらで

まかま変示

枝

別先 幸
郡番町ま

浜６字で

別先別

頓地頓

地
の

でら

かまかまかまか 幅
延

員らでらでら

関、成

の間平

そ週
２

長

係一
図般年

面の

更
は縦月

北

道し 海

、 道

同
路
告

条
法
示

第 第

２
昭
和
項昭

５称 号

日

和
第市

律唄

法美

年
第

）
号

字ら野

町か原

条

頓枝
別幸

道
国

前後

野浜１

原郡番

期平同

間
区

複
重
の

と
等 供
北に日

、覧５

用成

供

路
道

部
設。
建る

道す
海

及
課
備

整
の 号

よ
第に

律定
法規

年
り

の 第
路 ）道 号
供

の
項

１
第

開 １
を 第

用 条

知 、

道 り

海 よ

北 に
定

規
お

堀 と
の

事 次

らでらで

かまかま

開
始
の日

木
土
広

覧帯
道

海

縦北同 所北

場
覧

縦
の

次
び

現

場 堀

い
置事

え知

備道

に海

。 定
る 規
す の

始 項

、
て

道
、
り

よ
に

二路

二

画
計

達 市
都

り

を
域

区
の

日
の達

示
告

所所
業

事

也

変
り

お
と

の
次

ら
か也



道。成

海た平

北し
定

平 表

成 彰年

十 規

三 則月

年 ５

十 平日

北 海

の 北

平よ２ 海

成う平収

２

道

に成納

収

告 納

代 年改 示 代

北正年理 第

金

理

海し 金

道、月融 融

告平５機 号

関示成日関

機

道 公 報

の 北

平よ１ 海

成う平指

２

道

に成定

収

告 納

金 年改 示 代

北正年融 第

機

理

海し 金

道、月関 融

告平５の 号

関示成日項

機

第

の 北

平よ 海

成う平 道

に成

収

告 用年改 示

北正年 第 の

海す
道る月 部

告。５ 号

示日

分

号

業 市類
都種事事

２３４
期

事名行 画び業 施 計及
の間地

業称

月 成

五 公
日

規
道

海
北

年

金

第
則

曜

号

日

の

に
）

の第
年項 項

中 道

三

央号月央

信

ら託

金海か信

用北日井

び指行行

及の施銀

庫道
。項

張金る事

夕定すの

株
信融

の第
年式 項

会 中
三９北

央号月社

ら行

信海か銀

井北日洋

行指行事

銀の施の

託道
融。

事金る中

の定す項

項

第

美及
唄び
大１

市東号
の

１４道

東南海

通条北

内金

３地定

南目指

条丁

唄末成

美号平

目融

丁

奈広
井東年

江通
ら

画か

計日

市５

都）月

く
づ

基

事成

路平

道

表

事

の知

彰道

表海

事北

知

機。中

の
次
を
者堀

賞
受

金関

用
事収北支

のび春

庫及豊
知」

を代道、

項納海店
る

。融削

る金事を

削理

内

中機稚

の
）
関。

機堀

関

駅収北支

阪び央

大及中
知を

支代道」

前納海店

、金事

店理

削関支

を機堀内

」融稚

大関

、機

。の」

る）店

条納海

１収北

東び

通及
融

丁金事

４理知

南代道

条の

１）

東関

、機堀

目

業

年

・月

３３

４

ま

・日

と達

７
び
及
通
河
銀
号で

北留岩積余同

決
り也

お

町

山都

石内丹市

檜寿

熊

を也

部
一達

町町村町町

沢

大七八同長厚同乙

次
町町町

部部

野飯雲部

万

也め

部改

一達に
町町町

同同石新函松
。

次る

を

島津

歳狩館前

広篠

千北

部

南一達
市市市村市町

同同同同

目次

丁を也

３

市市 小
幌幌幌

札苫札札
石別

牧 北中東白西厚

市

４
・

区市区区区区区

央

道
海市江帯

北
１
・

献村
貢町
会）別広

社区

水山廣川橋瀧

賞名市市

壽一

口口田部井場山

野

雄亮應一夫

修光民圭順

田川小中芋近岩小
治明

甚英

中崎松野畑内山林

清文

治一一雄郎憲
三

敏榮賢
悦

野田

山沖寺嘉中山沖吉

博晴一則カ

田下津村崎

治幸雄英夫ヨ
ツ

光久正

石塚高高澤村郷清
男次

昭長

原田橋木田上家野

菊ヨ英茂

氏坂長
雄シ雄夫壽晃一

団
は

市起

又
与清

名本原

同同同同同同同

二
三

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 功私同

名
体

計

同同同統

績
功 内

育

労
功

の
教

績学
容



別

良

同同士同同同富同

市市
野

北 海

川
十

浦新旭同同同同同

町町市
川

臼津

道 公 報

川沼

砂同深同同同同長

市市町

川

第

同赤同三滝同同

市市市市

別平笠川

号

井見

余赤岩

平市
成川沢
十
三町村市
年
十

橋山

向冨鈴高谷三高勝

木山口浦
彦豊之

サ
靖ミ和通定

峰
夫ヲ豊見幸

堂

曽芳釋天伊川岩

克英フ美徳

根賀野藤本

丸石
作已照孝サ登弘男

木岡尾

々

田本舟岡來佐

輝秀勝繁秀

原間崎下島

彰二志一雄利雄昭

修建

馬 富和

村藤山沢田桑道

矢吉伊

忍吉行雄

正寅周武武

口
義雄敬

月塩阿清

五
日

紀英保

英清
出部水

金

曜

日

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同

北同網

功
計

統同同同同

市市

尻見走

同同同同利

内

同小同同遠同同稚

町

同和風下留

町町市

平別 良寒連川萌

富富

美上中
町町町町町市

野野

瑛良 川

同当同比愛同上東
町

労

町町町町町

麻布別川

白木

町町
楽

栖

神

鷹同東

木原滝村

齋澤白田上藤
繁勢

藤井中
雄夫治一誠

ヤ三

ア道幸

飯東東祐妻山安
子也郎

芳義

笹田藤川沼口達

小
よ
き信克

大吉小
子昭久弘勝進之

林貝村岡笹

大高富小須

勲一

修忠博重英

市野田

鉛和中稲
尚吉雄豊夫夫

縄下口田田川

伊佐長道

一昭

鎭芳竹浩久榮

藤藤 司

辻松中
夫實一夫一雄

同同同

諭義市
正清

野田

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同

二
四



新同同同三同浦

平 冠石河

成
十
三 町町町

年
十

北 海

取別

壮追同日同平門同

町町町町町

瞥分高

道 公 報

達
小

遠湧興雄室同苫伊

町市市市
牧

軽別部武蘭

町町町

第

辺呂

置同同留佐同同常

町町町町

蘂間

戸呂

号

町町
水

別別
清

紋同津小

市

月 白竹米宮久 林

五 保

日 取中澤本田

武誠宣一満弘弘

勝進好

金

曜

日

別

々

田中二松佐阿丹門

繁憲正

仁田又井木部羽

作雄勇夫三稔男

幸幸哲

倉

平多打平渡井中岩
雄

好一道

吹田田沼邉上山

一吾博夫夫

博祐貞光健

松松黒近瀬津柴
司一光

昭

谷田井瀬藤木田山

湊

夫一一

久

義夏紀重義仁

谷

山青木長
光男夫雄守 一孝三昇

憲金

中木全川

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同

天函

北

功
計

統同同同同

道
海市岩遠函

沢

業）軽館塩館

産区見
名市町市町市

献村
貢町

市
幌

帯札留岩登函滝

賞 市市市

南 広萌内別館川

別中標函小釧
市区市町

茶糠海津館樽路

標

標白 同
町町町町町市市市

津

寄幌路

更忠足同同浦釧 士上

労

村村町町市

別類

市町町
幌

似広幌
士

様帯

知同館

氏空協函岩小

町

岩

方合方 名地組地崎原

工男隆

又気専気

電日電
同

協ん協 は事え事

工連

藤西松袴

団組る組

同が

利

林野原野金田

小鹿関

光治晴

メ

慶好民シ敏正

高畑高佐吉豊
二治郎子

豊

呂橋中橋藤田田

野森

稔男和薫馨

タ昌辰

原岡石佐森川佐中
榮ヅ

正美

田崎井木畑藤塚

々
俊幸誠子

惠

一常仁成

小
治稔雄 司

正正里

春藤田林

三後

同同同

名
体

合合

福夫勝

功商同

二 工五

同同同同優同同

の
鉱

績

同同同同同調同同

調
良

同同同同同同同同

師
理

理

容労
功 内

業

同同同同

労
功

師



見

幌
札同同同函小岩旭

央央

沢 中北中館樽川 市
区区区市市市市

北 海

良小

深富旭同歌苫帯釧

市市町

野牧

川川登広路

市市市町

道 公 報

幌 幌
札同同同江札乙美

西

中西厚東別市部唄 市
区区区区市区町市

央別

第

茂呂

上赤士夕喜佐大端
町

川別間

平別張樹野

砂
町市市市町町町

号

釧静様

平路内似

成
十
三市町町
年
十

田

戸

石一日高木階高太

正和吉

田條詰田浦戸橋

保夫三雄郎

ツ四

和エ辰

鈴中生野古井西
誠夫子

和伸

西木山駒村畑上

大

一一弘孝

尚和信文正博

中小木内三奥
之夫義朗

内田谷野下藤上山

竹本

夫雄章

宏誠次三征岩裕

森千為藤東
二一博男雄

川出端本葉広江

柳西江

二行

暉勝捷正真紀英保

雄利浩治吾義

月田船南

五
日

典夫清

雅秀
村越

金

曜

日

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同

小函

業
鉱

工
商同同同同

樽館 市
幌

根札同同同同

市

央平石

南中豊西白 室

北美釧
市区区区区区市

川見幌路

湧

滝深旭同上

市市市町市町町

別

川川

十幌

旭恵留新根函札同

川

北東 川山萌津室館市

札
市町市町市市区区

連別市

幌幌

同同同札風

労
功

区町市区
央 南

中 市

加岩

町市
別
路
頓

同中釧

村藤澤

谷

長山長進夏中

川藤坂

一人

俊幸一孝昌勇清

山

嘉佐櫻古
雄雄男男實彦

野沼野藤井川

佐中縄水

春

敏博敏正安弘重

武本

河木馬
夫大雄悟一男幸

山内根木
醉

石田柴遠大

節清美孝清哲

澤中田藤

志博雄一子夫一男

栄

清
石

水
別 定光

伊三宮勝特観

勝利光 営観 藤浦崎谷非

雄廣動会勲

活協

昭秀久

杉

辻正小

連
風

人
法

次幸

同同同同同

郎實孝

利
田

同同同同

た
し

越
同卓同 同同同同認同同同同同

り
く

づ
ち

ま

業
職

定

同同

業
事

光

同同同同観同同

業

同同鉱

二
六

功
練

訓

者
能

技

関
）

内
坑

業
従

良
優
係

労
功

係
関

労 員



供
に
合す
格る

平 者。

成 名）

十 簿

三 は

年 、

十 北

北 海

番

成
平号

年番
号

日番

５
月

道 公 報

成あ

苫同同同帯平で
り

る 小

日

市市９
月

牧９

広年。
実

第

蘭達

同同同和北同室伊

町市市市

寒見

号

市市

仁唄川川

由美深旭

町市

月 海

五 道

日

産
水
林
部

務

金 林
業

曜

興
振

日

及
課

番
号

番
号

間平
の

渋廣倉佐赤施

号

成

川澤田藤

征清菊汎
子度

年

岩

改
業

林
道

海
北

光隆雄

津田本

稲佐中窪石宇成

里田栗

雄雄

勇禧耕智政敏富

場

大猪岩飯
助一治弘豊義 子稔

三
正金君

内口瀬田

林
部
済
経

庁
支

各
び

一郎

知
道
海
北

置
え
備
に
課
務

同同格
資

員
導

指
良

堀
事

は
者
格
合
の
験
試

同同同 同同同同同同同同同

、

縦
、
き

技
た

し
越

卓同同

平

次成
平

覧

の
軽年成

油８
引月年

取

所開

１２３

也
達

税日月

び許

発る発及発

開れ開
名年

域域可氏可

区地許

と
の
次

は名受月

又のを

事
お

北

都は

４５

海

、平 道

完成

市 申縦

上 覧計 請

了 川 図画 者

し年 支 書法 の

た 庁 住の。月 告

認認対

建築
建１２３

所

基を成

築物平

定 準認
法定年定象
年 し

者
能

た月 告
庁
支
島
渡
道
海
北

に効
証無
税降日

免以５

免
、
は。

てた
いし

つと

区た及

工称け日

油
軽
税

含の番

に者び

支

富富北平

ま住号

庁 良良央成

野野貨
輸月

字字運８

市市物年

５ 縦昭

扇西

示

日 覧和 及

第 び

場年 氏

号

茅森北森

第
律

法 名所

部町海町

第

森渡設）

郡長道建号

町湊島課

字支内

和。５番区

昭

御美庁条

日月

第
律

法号日域

年

第平茅
成、 部
－ 号郡 ）森 －年
９、 第町
字 認月

条

－ 上 通

第
示

号 支

庁

胆

亡道

ら海

か北

者
用

使
た支

し振

失

二 旨庁

七

が
出天

届
の長

公 山扇株
山式日

の会

海建 ２ 北１社上 －

告

か 上表第 ほ 道代設

川取
締－
号

庁役９ 筆 支

幸喜経第

・ 馬２段 第 長

部項

町夫済２

建の
よ

導に １指定 地設規 番

日 第

行
発

開
の

次

内る

課

台 ２町 項
の北

規－

号 海
道 定

島 よ－

渡 に、

支 り

長 次－

庁 、、

の
お－

泉 と、

告

示

３

、
で純

の
た直

っ
あ谷

に
為

夫
） 久区治 工 籠省

工
る

す
関

川 り
の

睦 定－

一、

数－

雄 複、



４５
海札入以

電入札北入額
札 執市道保上

話札幌
行中札証の に

区土札
参 －の央幌金入

場加

所南木保

現証 －し

北 海

２３

当破札幌海

入次入札北
札

にい該産心市道

札の

で書央幌

参ず入者得中

にに復、区土 札加れ札

市るも係権契南木 幌す

現 者該るを約

道 公 報

札件土土 平入物札札

１
に番－－ 成

号２３

す

年付

札札

地市市 ５土幌幌 月る所

日

第

北

次 海

の 道

と 札

お 幌

り

券

土

一 木

般 現

競 業

争 所

号

税種
免の

平証類
成
十記番
三号

年及 十よ

条業金 う

西所を
納
と
す

者 目１す 線る 丁第付 内

２号る は

番会こ
者

の 号室。
そ １議と

、
積

見
の

所 区に当契得条条業 南
石必し約な項西

要なをいそ

理 ２ない締者の丁管 山

す関２部 条資者結他目
地 丁する係番用 ６格と
。力類号課 目る能書１

をを

南南

な場

８しす

番有示

山山 入在石石 び区区 及

地

６６ 時条条 日２２ 札

目目

丁丁

海
北番１６

番番

入 告

札 示 道 １枚第

札以
下 船舶号 幌

土入
札 木」
と 現
い

業う
。 室

所

び号

蘭エ
月
五枚数 日

有
業種

金

期
効

曜間

日

金
約

契
た

っ
も

税の
免者

の
額

時

者
い所

に
５

の
分

道

分

面 札積 幌
土

成 業入平時平 現
木）

成 所分 札

年年 長

執
行

月月 西

に 市ン）

日

日日 股
告

鞆ムよ 絵ル

示

財 丁ー有 ４リ道 町マり

地室産 目ナ

売 振

を 北胆）
地
土 先蘭

さび
載及

記地
に在

証所
税
免支

業
売
販
た称
れ名

２

る
す

当
相

札の当破 件土入次 物釧

入者 号１にい該産 番－

にに復 標加れ札で

参ず

１

所す

北

次 海

の平入 道

と成札 釧

に お 路

り年付 土

す 一 木

般月る 現

９

克１２ 時後後 忠午午

出の開に落

入提提そ号
者

札 参期場他掲札

札出

な

時 希るが

の 加限所げ

。
う 道庁払

支り 海

望入

郵認契契の入
定

６７８
参

なす便め約約期札

属

作の加

おる又な書書日

、。はい

成約込

落電も成作契申

付名
交
証庁

札報のの

入。
第う

札）
の 保第 条
証７

該るを 郡るも係権 津 金

し約な 標に当契得 中者

締者 町要なをい 津 在必
格とす 中資者結 字ない
る能 津する 地標

。力
を

競５土

１ 番有 番

業

争日地 所

入及 告

札び 示 道

入 第

釧以札 ３

下日 号 路時

土

札
入

木

と
」

現

場

お 者平札北札い

に

い

市道、合

い は成幌海は
て 、

幌効、

、 次年中札無は

央２ に

木す高

に よ月区土と最

南規 り

現る入 定 所日

す 定条業。札
と

る の火西所者

資 入）

を 参目理意

格 札丁管随

要結の

者にと要を締書

るる及しの提

がよす否
代か

約入。び、日出

契
締金金ら

を札代

結支は
道内

な方海以

し払北日
土で

き幌ま

と札）

い法

付北ら 納びか の及条
は

の海第
道 免

則
納で 規
、ま 務 除条 財

方定

付の

等る 和
法め 昭
はと

な
し
い 面

者 積

成 入平

）

年 札

月 執
行

業

。海

う北

所

に釧

）道

告

よ路

示

産所

財業

有現

道木

り土
長

約

有 加２部契

）
地宮

土

行

な 込１地を

し 申番用

の 提こ

者 をう

い 書号課

る 入 るあ た すが し 出と

木に

務
財 。、 と。 札 こ

落所の

該業定

当現指

、

納

が発に

者が所

札長場
納る

しるす

付す入

納行

保知。

札通と

入入こ

た

道
方に 海

地ろ 北
、こ 年

施第
法。 則
治る 規

自よ

行
令号

二。

八

和下
昭以

前 日午
日 年財

う二

払
り英

売
を川

時 時

第
則

規

。

道り

はよ

金に

証書

各
条

第則
令規
政務

帰指

に、

」
）い

号と



北

次 海

の 道

と

る

教 申。

平 お 育 込

成 り 庁 者

十 一 後 及

三 般 志 び

年 競 教 落

十 争 育 札

北 海

８９

出の開札

入入提提そ入

参参期場他札に

札札出

申希時す

加加限所の関

者平釧北お条

込望にる

のは成路海い件

書

道 公 報

で属郵認契契の
定

６７
書日

のなす便め約約期

はい作の

定おる又な書

め、。

の成約

る落電も成作契

者にと要を締

と札報の

ろがよす否要結

こ

第

４５
札入以入

入釧北入額第

札路海

執市道保上札
の に 行双釧証の保条 札
札金７ 参 の葉路金入証

所６木保の及 加 場町土
番現証納び し

号

道

札路海話

入釧北電

３
心市
得双釧

、町土－ 書葉路

約番現－ 契６木

月 入 局 者

五 札 告 が道
日 に 示 な教よ 第 い

育り ４

落

場

号 合庁 は札

金 後

入を

、者

志曜 札決

教 参定

日 加し 育

市道てに
者た

提、

路２反

出次年双釧、違

葉 に

６木規た

よ月町土にし
す札

所日番現定入

り２

業 定
入）資、

の金号所るは
有と

参理を効

札管格無

る及しの

申用しす

加部

よ約入。び、日

に契る

締金金ま

るを札代代）
指

し払北に

結支はで

。
と釧の

い法道定

な方海
納

、木に

は土所

き路場

業金付北 よ

当現

う
す納免道 と 号所をの海

者 会す、務 る 大付除財

、 室こ付則 は 議る納規

そと方

者等和 の。法昭

のは

積地北 見、年

業 条
他理線 の管内 そ

項号所

関部

場
す

示
を

類課

書地

係用

局

を
等。

告 対

示

行
を
約
契
意
随
た
し

と
象

者

書課い。

込地なる
う

札

る入

すた

出し

提の

を

入

告
公
の
こ

。び

と及

こ

がこ

札長る

落所す

該業
る

付す

納行。

が発と

者

書

保知

札通

入入

た納

し

規 っ自道 も方海

金に

証

約施第 契法則 た治

金行

の） 額令号
昭第
和

分条

こ

所

令 にら 政 ５か 年 の

あ
が
と

を

達ー達

調パ調納納契

ルす

すナ要入入約 をソ

協１
る
め
定
に

る

北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 教札

おこ用 育

りのを年に 庁

付 一入受 空

般札け月 知

６７

帰指

に、

道り

はよ

般般成約名所

一一平契
に在 競競
入入北す

争争年関称地

第 相第
札札海る

当

２３４５

る）ま
号 す条

契 落平落落

約 札成札氏住札

の 者金 を

相

８氏手 円 決年の名所額

ー

平落パ
１

し月名方

定

にソ

成札
るル

年係ナ

物期場期 物コる

月物コ

ュ等日所間

等ピ品

品ン

平北内

称タ仕

名ーの

の

成、

び等成海平で

及様

道 数１

平 量式年栗

入１山年成

札月高１

にる５

す

台説１等月年

競 教

争係。日る 育

入る事 局

札調項 告

達 示

以は 第

下、 ５
号

入

北

と月
」４
札年

い

公教務海海

の道事北北

庁担教虻

告育を道道

道

後当育田教 志す庁郡

育

育組志知

教る後倶

庁 局織教安

空

示名局北

告の育町

知 第称企１

教

た１及日東を

３及画条

住電都定

日日び本京決

ー芝手

リ区た

所気港し

式目
株丁
ス５続

会
社番

ー
のュ

日等ピ

５品ン

号

量式
数１
び

及
称タ
名

北×
台

×明日学１

１書校日月

校及火か

び）ら日
度

通求月限

普要３を

科仕
書ま契

）様日に

二 １にで約

九

だを

当るた間

月よ。期

マ道

う日海

りし延

た。

実シ庁

をケ育

）ラ教

。

育

る作教

すで知

施ュ空

府
政戸

た
れ長

さ局

。成

号び総東育 所務２

局

地目

在課丁

告
示

教
道校

海１

教
志）

後科

庁業

育職
の

下り
た

長当

局月

育１

こ

価算る

単予す

の、長

に
達
調塚

囲が
範と

）の

治
清）

価

田単

る
す隆

関



６７
保説

開開札札交

入入入
の 保金書 札札付 証明

札
免付 証 場日場 、交

は

北 海

４５
執

約 審海札入入

契北入
の札札 項 を岩行

条 査道

た市所 示 っ沢場 を 行見

と８及 す場日

道 公 報

者のアイウ

は審
かを請 のア査申申申 条
ウ請類 のら申書 請請 ５
でな提 のましの ２のの

第

３

道当こ当る件こ

るあ条
一
の 成が該と該こ付

平
行調を調と入

物競
札 年う達証達。般

名品し品争
は 北指物明

道競にたに入
、 海

号

札の
入次

２

平にい

成参ず
十加れ
三すに
年るも
十

所時金す関所

除に

者該

事北

。る
るす

と
）同同道

郵。にに項海
沢

よ。。見

にじじ岩

送

条び 場

は条 合８ 場市 る

、５時

は所西日所時

き

平

審丁

査目北室

成 － 結海
北 果北道

年 海 を海岩
道 申道見

北 空 請教沢月

知 者育市

通空条道 支 に庁８日 海
庁

法先 定にけ出 規時方

教

るるな よめば に定れ期

便海 条とら平申け郵北

書ば番道 件
こな成請れ

ろい

育 一
に。年類な号教 付

のら よ

庁 般り月提な

知 争
、５出い－空 競
２日先。

教 入のかの

し参
方 告争関者関札

地

札、あ、加
自 示入しで

に迅る要資
治 第

法

と仕の施 号関速こ求格

規るア。様審行 にすな

定指フ書査令
和 るをー記昭 す名タに

物停サ載

品止ーの

政 のさビ要年

月に当

五必す

日

り格。

有資と
なこ

要る

得

金

。
る

曜

日

目 成

丁 平

５ 、西

年
月

育 ３ 知知西月
に

で
ま

日

） る育丁庁 階 す教５）
知 。局目午 空
教 郵 企前

画北

企 務道に局 総海時 送育
務 庁場総 育る画 課教よ

育 札

教、） 知は課 空合

ら指
示北局 で及

よ道画 る
び日に海企 あ

ま
作見務 で
にでり岩総 の

るし市 入
げ成沢課 、
掲

西 参
格申条 に
資た８ 札

す類丁 し
有書５ 加
を請

等令 賃れス件

るを目 よ

借いメを第 貸て・

のなン満

格こナし。

資いテた号

有。スい下

をとンて以

すのる
を」

こ制と令

る体こ政

必

備明い

。整証と

とが

こ
の

着

．．

ここ詳

のの細

入入は

札札、

号
会番
局便
育郵

及の入

議
所約本

員る契契日

アイ

及

一とにの語

のこ約名

提 う

にす続び

部。関手

るかな

うし す
ど出 と
か

者

アイ

入る捨税

落で

た業札あ 分 札落額て事

額加金者者る の 札 金を
決

とか

れた。

さしう
等算額で

いで第

て者）

９

に

北項当契要そ号

１月

道札 規り掲

約 海のた開

に単る 作

財の 定のげ 書

８

よ価入 の 務時 の 付
者

札 交
落

び執札

契行説

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
な

国

税事お本

免るに日 在

貨

業を称地て通

事務い

北郵電用

が当使

者担、
番る

るる海便話す

いす

き織教号号言

と組道番

はの育語
及 、名庁

び

定

－ 共称空－

っ申

に にし）あになを

か当たし

当 係たをる相

額っ免す者出

た る金も

て 費て税るはる

っ 消

落と

は 税当落事金、こ

者を札。

、 及該札業額

額格で入決た

入 び金価

書 方にとあ札定だ

札 地

速、

に 消１する書後し

を記や落

記 費円るかに

り）札

成 規に

載 税未の

い 定を及 の 則お

っ否他こ

昭て めもび 要

２ 予ての

和、 た
北規 価札告

年に 定入公

海定 格に

道す 有定

則資 月なる

規る １効め
を た札札

第格 当入入

法法
方

定 方
決

交
育で
教所

道場
海の

北

ど

空付
庁

が
有
り
得

通

。
る

同及知

貨 － 企び教

業所育

体在局北
総岩内 費画道

消地企海

等務見線 税
免課沢

税市

か札
申５

者西

業条

事８

さ満で問載
消が

れ 以の、わすに者

、こ費共

た 下端入ずる

金数札

等企

額 消がに見と税同

加もの業

に 費あ参積。

該 等とすっ課体

当 税る

１事場 金 」きるた税の

い、は月業合 額 とは者

うそ、当者で の
。の消たであ

）端費りあっ 分

。し の限関

号有 りにに

下い 価。る

以な 単るす
者 ））条

務し 制たに 財の のし件

則入 のを反 規た 限者違

と、 囲札た 」札 範落し

う務 でと札 い財 内者入

局
育。
教る

知す

最すは

課
務

総
画

企

三
〇

て の

す
出
提

を
書目

出丁

等契か、 ５
の数税のる

相
扱額に約免そ に
取金

額事構 当
いを係金税の

。規

すり課の業成

切る

第 第の。無 則 ）低る、

価効

格と
す 条 条

。

第１各る



治民勝

由川

政自同小

平 主也

成

団党札

十 札札幌

三 幌幌地

年 体白東区

十 石区連

北 海

届 北

政出 海

が

同同同

道

あ
治
選

っ
資
挙

た
金
管

の
規
理

で
正
委

、
法
員

同 会

道 公 報

同同同同同同同同

第

か
党る

政あ政否

の否 支か
部の
で別党

号

．

月 の区連合

五 連合後

日

称

部
支部会 名合支援

金

異代同主

曜

る 表

た

日

法
昭

務 者 動事

告

第
和 釧高な

示 路山が

７ 第

法 業でら条
年 産ひほ

律 政お均の
２ 号

研歩援第
第 策と後

究む会１
定 ７
規 第
の ）

会会項 号

部函金加梶小三中

に 条

真弘

落館田賀田林田村

英屋孝正 解

後後

放世行修一樹美子

手援援援

全紀知後と後

文会を会会会

国街恵援

協り援な

絡く後つ

連づ
海の

北民

会村

議会ぐ

政自環
由境
民保 治主護
党団

団北体
海日
道本 体福の
祉風

名道
部海

の本北

項名地
在

氏所

事の の所
一央
中

竹川市
幌

大藤札

づ 規
基 の

弘民北
区

異利

同根の る
そ よ
、 に
き 定

団

市市称 治

路室名 政

釧

の

採川和を 体

春新昭等

４の 届

７町町次

丁

目お 事

目－丁と 出

名常紋常同広

部
本

道会
郡郡

館寄呂別呂尾

同函
亀知佐白佐忠

市市郡郡
間村間村

田恵呂滝呂類
字忠

町親町字町字

港文
和字白字

同

称

社
支

番若滝北宮類

区
区央
北中 た

市
幌

主札
１
平南 る

太
条条

ン
サ

２
目
丁 新１

西
条
３

４
ル
ビ

動ワ

り 項 番

公 の 番

成
平
。
る

動す 地 号表 異
年
月

前 鷲狭

町 －番 号田
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７
５西 事

２ ４４ － －３

５番
－１
２目 務目丁

丁

の 治あ平ビ

政が
出地 所

ジ

資っ成ル

金た

グ

所 規の年ン

正で
、月フ 委
理
管
挙
選
道
海
北

階
中

本市階
幌２

堤山札ル
西

条
５

内雄博北
区

繁央

純重

田田村

村武河

日
５

柴梶名清中
一功敏海

北

澤田田田知水村

同金鷲
儀一学子子

浩一孝律弘
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法

幸潔

和第６

昭法日ダ

７地

第
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表 第

者 項
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告
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道

第
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管
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委
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１

－
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一

ー
リ

成ビ
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原坂理
管

三桑早挙
選

道

一史委
会

浩栄宏員
委

浦
釧同根

長
員

明

蓑堺丹天宮中
支支

路室

弘
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同大

史二代子
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渡上網同同同十
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６
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島川走勝

同

会氏中藤 第
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の
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名会平美 定者

よ
称委成の
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員
会
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示
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年
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之
康

所所橋
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り の
お橋）先局 体所所

届る
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。



民
由

同同同同同同同自
別

別蘂登

満辺党

女留主

会会部

援援支

後後

北 海

東美

同同同同同同同同

援後援

後琴後

別藻幌

津

会

会援会

道 公 報

由部

森自武同同同同同

戸子

か主置訓

し民勤

と
江知援後

と倶後府

つ党
み支会

別安会援

第

北同北同北泉同

道道道俊紀

海海海亭世

会油方連経

社石地彦政

険治員後話

保政議合懇

務盟絡会

労連連援会

号

勝会

川政

小条

平也
成連
十合

三後

年援

十

た

会主代会主代会代

会

責 るる 表表表 計計計 た
任任任 者者者 事事 責責

主代会主代会主代

務務

るる 表表表 計計 たたた
任 者者者 事事事 責責 る

会

会
の

な
ん部

務務務 任

計 たた

同主同代会主代
者 事事 責責 るる 表表 計

会

政議

士協

務務 任任 者

会代会代主代同

盟
連

治

責る 表表表表 計計た

代

務 任任 者者者者 事 責
月
五
日

金

主同

曜

る
た

日

ののの 者者者 所所

務
事

氏氏氏 所所 ののの のの
名地名名名

在在 氏氏氏

網羽河常加豊沼

名地名
郡生西郡藤島田

走呂

古
繁満辰辺勝鉄一

女留

舘
夫町次悟町美也夫

別蘂

のの ののの 者者 所所所
氏 氏氏氏 所所所 のの の

名地名名地名

在在在 氏

網柳野網高西網平

地名
瀬口郡橋川郡間

走走走

謙藻孝光幌道

津東美

郡

村昭秋東昭

町琴町

別繁

の のの 者者 所所

字一一

在 氏氏 氏氏 所所 のの の

常小久

地名名地名名

在

川島

田呂呂

篠虻常瀬飯

力

倶置訓

崎郡郡口田郡

雄

安町府

信知戸常子藤

者者所

善町字強孝町吉

氏氏 所 ののの のののの

名名名地名
在 氏氏 氏氏

二岸河八久石神森

名名

当

川田辺田田郡林

ツ狩
一子

町
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金澤田田

資
氏金梶村

平 管

成 理浩孝純

十 団三 体名幸一一

年 の十

北 海

森 政
団経つ

政か

治紀し
世と

のみ
会別

体話江
懇と

道 公 報

出 北

政が 海

あ平

同お同

道

っ成

治 だ

選資 忠

た 挙金 弘

の年 管規 と

で 理正 歩

、月 委

同５

法 む

員 市

条日 会 民

第

永田

同同砂同小千松村
し一

敏保光と純

川畑葉
後援

川後後お後

文則雄

域会

地会会援会

西援援

合後

連

号

主秀
民芳

由井
自酒同同

部援
支後

別町
門冠

党新

届月

出公函白釧

五

を職館路

日

村会 た
の議議 し

市滝市

類員長員

者議議 種会

金

曜

館田路

政函梶釧

日 孝産 治

称会
の

名な
ん

資世一業

章信 の 北者崎

表
代森篠

第
昭

選名子善

道氏

海

告

３
和 ネ

示 ッ

項 第

法 ワの
年 ト
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主

づを研
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函紋釧 管
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民 名
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造事

検又代製う型式
１

者

申名又業遊遊 表 定は

検の機機

請称は所技技

のび査所のの

の 者及

北 海

条務た 北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公正

の機同 安化

認の規年 委等

定型則 員に

及式第月 会

びに９５

関

告

型関条日

す

示

道 公 報

な
っ資

の資理政

旨管紀

た金世
会

がの話

出体懇

届団経

っ称 金 あ名

第

北

政 海 氏千 資

道治 金

選 葉 管資

理挙金

団管規 光 体理正 の委法 名雄 届員 出

会

号

事 北

政項 海

の 道

異
治
選資

平動 挙金
成届 管規
十出 理正
三が 委法

年あ 員

十っ 会

地類分

氏住を在種区 氏

東株代群回遊

名所名行
取県式機

京式表馬胴技
技認

渋社締桐遊の

都会

及

区イ市機定

谷ダ役生

型

二ー田野び

東ド寳境

治丁の

目久六式

丁町

式す第
る

第

のる１
法
律

検技項 号

の定
和 等上規

昭 定術の

に
にり
法 す格よ

年 関規に

則合示
第 規適公

律 る
しす北

の
た

昭てる海 号

道

、た別
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公

法事野

同る市

管

安

所町

第務幌

委 理 条の

の所－員 ２在

第地会
昭

団 １

事

告 公釧 項和

の示 路 異第年 職 動法 市

届律 の議 出号第 を
種会

し議 た

号 者類員

第
）

資千

昭

金葉条

月た 告和
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律同
法 号

第
第
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）
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の

日第
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番目検

３

等
第
則
規
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又代製う型式の
５

平 は造事成 名又業遊遊型 表

十 称は所技技 者三

の 及検の機機年 び査所のの式

十

北 海

定

式の概要検検検検

４

請 定の 遊型製型申 定定

式業 機試者 年有 造 技式
月 の験の 番効

道 公 報

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

の 番効の 者及検の機 年
月のび査所

第

事

代製う型式の概要

３

者
又業遊遊型製型 表造
の機機試
造 は所技技式

査所のの験 式業 の検

号

の申名

定定は
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式表馬ち技
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日
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氏住 期
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日

１
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号

の申名又業 表 定定は造

イ
号
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事
製う型式の概要検

７

式

又業遊遊型製型定

造

検検又代

年 造 は所技技

定表 定定は

の概要検検

請称者 定の 型製型申名

型式
６

イ
号
１

年有 造式

は造事

検検検又代製う

の申名又業遊遊 表 定定

検

有請称は所技技 者 定

検の 年 造式
製型定

概要

氏 のび査所 番効の 者及
名所名行地

氏住を在 期
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第公東株代群

号間
示京式

の都会取県

日品社締藤

川タ役岡

成東ヨ山鮎

号平区イ市
川 五ー

験 式業 検の機機試

年反

在種区番 者月 査所のの

平

行地類分名名号日

を
群回遊ス株

成 馬胴技カ式

県式機ル会

年 藤遊のス社

岡技認カタ

及リヨ５

市機定スイ月

型

川びーー日

鮎

のび 番効 式業の 試者及
所名

番氏住 期 者氏 月 験

東株代

名名号日号間名

平第公 株

示京式表 成 式

の都会取 花会

日品社締 年 満社

川タ役 ソ

成東ヨ山

フ月号平区イ

ィ５

五ー ア日

効の 者及検の機機

年反

区 期氏 のび査所のの 番

名行地類分

氏住を在種

群株代群ぱ遊

号間名所

示馬式表馬ち技

第公
の県会取県ん機

日桐社締桐この

生ソ役生遊認

境機及

号平市フ市技定

野ア置野び

成境ィ井

番 者月 験 業試

年町町型

平

名号日

株

成 式
会

年 社
平

日
５

和月

田茂番
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日目
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年
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ら３
か番
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式
る

す
関

に
等

定
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６
第

則
規

番
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日目
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定七式

間
年
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か

七

定

５目目検
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日
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す
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６
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海話札入入開

北電入
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及所時所

部－所

総
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す加れ年うを幌
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る期場すに北
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物るも
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第

製型定定

の概要検検検
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月 験番効

号

型式
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平
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び
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時北北平 会

海海成に
同

計
課道道

。 線札警年じ 内

幌察
市本月

中部
札前

北入午

区階
央１日

入北

のに当告争所区

２

契要る第札２

仕必す示
に条

様平
等成約なこ

担資と号関西

規る丁

年当格。にす７

者 入

のす名

札月等定指目

説

止

書定物停

明日指るを

よるのさ

にす品

入の本 札名
称 号

数

下び

以及

期 者

。
う

い
と

」
札

入量

名名号日号間

番
道

平第公 ス株

警 示 成 ノ式

の ー会

日 年 ス社察 タタ
ーイ月号平

本 ヨ５成

ー日

年部

種区

月

月類分 五
日

技認
遊の

式機
胴技

回遊

金

及
機定

曜

型
び

日

の
式

条会 る場購れ

目
丁

７
西場時

格い
資な

のい

。所入て
。
と
こ
る
す。
有と
をこ 察

す警

施道

実海

を北

）

田
山

長
部

。本

る

告

）
日

５

示

関
に

等
定

検

間
年
３

ら
か

第
条
６
第
則
規
る
す

名所

捨税相者契

イアイ

す札あに

て事当落で約
す在 金者る者る関

た業
額で金とか

９
約開に入る

契要そ号ア

作げ金を

札 書掲札落額
算

時決 成る額加 のの札

の入等

っ

７８

廣

務 札交交札入

入落財て
則 明付付の

規 説者札

６

の場方定効
第 書決有

保第う郵

以証入。便郵電

金札）等便報

を保第ににに 条 下

よよよ の 消納証

るるる ７

５
号
２

付金 加
参 保 札に

札 札
開入
入

事称地

）あ額なをる

日

か入たし務

をるをっ申
担北郵

っ免札者出を

も

、こ当海便

て税書はる

業記落とす道番

落事に

察

価者載札。る警号

札
格です決組

とある定織本

するこ後の部－

るかと速名総

のを。や称務

係た

おに 要札にし

に定

てた びる金

い当 否他及
２て の費

、っ こ消額

規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

交方な
１ に札 第 付所法法入 条
限 項 関に

海海話のる の す北北電

） 定 事道道番場。 規 る
幌察でし に

項札警号所
交た よ 市本

すを 定

中部－付者 り

央総

る落 め

の入入入 及条 費

－ 区務

等る納札札札 びか 税す

認 海第 」こ付はは 北ら

ととの認
めめ 道 い。免

まいい 務 う除条なな 財
の 則 ）納で。。 規 。、

当方定

相付

を等る 和 額法め 昭

含はと

す
と
う

時金よ
し
証

の
そ

。、

じは

同者

にる

び会北

で問か及部

の
者

道

入ず消所計海

、わに

に見税地札

札、費在課

課中

加もの市

参積等幌

者契事区

るた税央

すっ

で条

、金者２

は約業北

有さ に満
費のあ西

消額

る数

なた す端

しれ 関の

のに 件あ

者額 条が

い金

反き た該 違と し当 にる

、の た、 札額 しは 入金

入そ 財札の

北部。札 た

は端 分 務

者 予 ２会

と 定

７る 格 内 西課す 価

条計

制

丁。 の 線

目

限

む、こ 年

最
で

内
囲

範
の

よ 道 ）方に 海 。地ろ 北
治る 規 の自
法。 則

の

施第 分

行
。 に

令号 ５
す

和下 当

昭以 相
約

契
た
っ
も

積
見

年財 る
額

金

三
六

る７

及
税
費

消

税

か丁

係税 の に免目 分 等

事 る
金 ５ 則、数 の 規

課に業

効額 に 第無

相 とを

低

。
各るすり

す切 条当

規 以

政務 額

も
を

格
価

の

」 の

第則 上

令

消
方

地
び

札）い
号と 入
税
費



５
入保

札

開開入以証入

平 下 札金札

成 保 札札にを保

十 消 参納証

三 証費 場日加付金

年 税 しすの

十 等 所時金よる納

北 海

３４

海話札入入

契北北電入
行札札

条道道番執

約海
を幌察の

項札警号
場場日 示市本

及所時

す中部－所

場央総

道 公 報

２

ボ調納納札の平道

入次

行

ー達にい成が

ルを入入参ず
すに北指

ペす加れ年う
競

物るも海名

ンる期場

品日所者該道

第

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調万 警

に達年 お 察

り年付を筆 本

すす 一 部

般月るる 告

競５事物 示

争日項品 第

号

、

入入は

のの細

ここ詳
行説

び執札

及の入

札札
契

月 」 うこ付

五 と ととの

日 す。免

同同者、

う ににる除

い

。。、付

） じじは納

。
相

金

額 の法

当 そ方

曜

含 のは

を 者等

日

。 積地

む 見、

び

北部日 － 所区務

時北北平 ２会

海海成 条計
西課道道

線 ７札警年 内

丁幌察
市本月 目

中部
札後

北入午

区階
央１日

のに当告争

２

仕必す示入
に

様平契要る第札 本
等成約なこ

担資と号関

者規る

年当格。にす

入

のす名

札月等定指

説

止

書定物停

明日指るを

よるのさ

にす品

入の

札名
称本 号

数

下び

以及

は明

。
う

い
と

」
札

入量

開よ

電、公に

は、書

約
号手る。

番達する

話調
続。
の
止

－停
等
が －
有

た治

の っ自

） も方

契法

に
額令 ５
金行 の

約施 分
す
費和 当
消昭 相
税

１

地令 以
び政 額
及年 る

西場時

条会
７

所入て

る場購れ

目
丁分

と
をこ

格い
資な

のい

。 を北

）

。
と
こ
る
す。
有 。本

る察

す警

施道

実海

り

田
山

長
部

。 線る 内得

の
方第 上
消
税札）

費号 入

海
北
道 イ

警 ここ詳

察 所のの細

本 入入は

部 在札札、

告 及の入

約名

る捨税相者契

イア

す札あに

額て事当落で

加金者る者る関

をた業

算額で金とかす

９

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金

札 札書掲札落

入約

のの札 作
効の入等

時決 有成る額

７８

廣

者
務 電札交交札

入落財
決
則 に明付付の

規 報説

６

るの場方定
第 よ書

。便郵

第う郵
）等便
よよ の第にに 条

るる ７

示 び執札

第

約は明

地契行説

は、書

号

便話調開よ

郵電、公に

号号手る。

番番達する

続。
の
止

－－停
等 －

申事称

し）あ額なをる

か入たし務

たをるをっ

北

額っ免札者出を

金も
て税書はる担
す道

当落事に、こ当海

札。る警

該札業記落と

格です決組察

金価者載

の部

にとある定織本

額

かと速名総

１するこ後

定
未のを。や称務

円る

他及係

おに な要札に

に

消

てた 札びる

い当 入否

税

２て 限の費

、っ にこ
の

規、 。告等

には る公
扱

す札 し定取

定入 ）に
入
資に 者るい

る書 ため
を載 落札

格記 を

入交方
１ はに第 札付所法法条
項 認関
海海話のの めす北北電

定 い事道道番場規 なる
幌察でに

。項札警号所
交よ 市本

す定

中部－付り

央総

るめ

札 びか入入 及条

－ 区務

認 海第は 北ら札
め 道

則
で。 規
まい 務条な 財

定
の

る 和
め 昭
と

が
有 北

り

幌。 線 札る 内 道得

海
市
中
央

三 区

七

満で問か及部
西
条

２
北

ず消所計

の、わにび会

税地

数札、費在課

端入
加もの

あ参積等

がに見

事

きるた税

とすっ課

る
、金者

、は約業

は者契

に

端費のあ

の消額で

そ
た とす

しれ 者関
有さ 札

件
者額 る条

い金 する
な

反 た該 違 し当 に
のに 。

入 、の た 札額 し 入金

財札

北部。た

は分 務

予 ２会

定
の 線 ７格 内 西課価

条計

制

丁
目

限

ろ 北
こ 年

最
で

内
囲

範
の

第
。 則

る 規
よ 道
に 海

下
以

。
号

る

目
丁

７

財

数税

か

を係税 の 額に免 分 金等

事 切る

無５ 則、の 規

り課に業

効に 第

相 と

価
の

低

。
各るす

す 条当

い
と

」
則

規
務

も
を

格



ト型可 除

プ 機レ ーラ、変 雪ブ モ
ータケラ 械ー 除タクバ
ト付 種幅 グーッウ のド

雪レシ 類

北 海

道資、実平を

とは誠械

に成常

。道
が税格

備 行を審月履

、

う滞査分行年し

指納の）し

つ

名し申のた月か

競て請決者

道 公 報

２

締

資特の政約政

資次契

役第第 ず結 格 定令令 い
れの 務にた

に 種のの もめ の条条 要
該

第

１

定契

等 資平者規

る品に

必す
又 格成に
は 及

定 調度な特
特 び年要る

務 をお格役
役 達に資定

すいは務

号

自よ成

方に平

地定
規

平治り
成法、年
十施一
三行般月
年令競５
十ョ容き 争日ー

ベ量） 、
台ダ

機ー以ル 数上
）ホ 及

械イ び
常ー 備

台台 に台１１ 間、 期ル

い
つ数

平 平 て成 成

あか一

争いを算で日、

者るおるら定

入るすに

成従

にで日いこ平の

札

業

関なのてと

すい直、。

と２の３

るこ前１年員

指

月下
記

名。営

を業に

と

止度めのの

停年定日

類件当必 ４４

さ分る間

項 るな １２ す要 第第 格

と意 にの 札関札こ同 項

運る運。を 規規 幌す幌
免て すに

転資転得 定定

許許い るよ

免格
下験者競

試以試る 者り

験
場場は 未争

、の約

の

コ資コ含 成入

種
調 るて

平験

手 定がに類
達 特道

結め、成場

続 役締定は

コ

の 務

特 のしる

ス

例 種よもに年ー

を 類うの定

しる５び

定 ととめ月及
にー

る る、も日コ

め す
当の
令 に該と一ス

政

月昭入

五和札

日に
第る

令す
政加

年参

金者
号に

曜

以要
。必

日

は月月

資
下な

、常年 次日日 年

の平平 月月 表

成 １
日日 と備成

お

成成 と１１ 平平 り年年

す期月月
２ ２
をを ３３ 。日日 年年 る

れ契にお

間除除 月月

い該とい）

て当約おり

い営等、従

な２同てを

と年上幌さ

こ業以札事
る

が契転れ

。度の運せ

約免
験。

に締試と

月を許こ

格ーま 年札

たし場

満結

なの 、

ス」スれ 者へ

ー

加

びいびい参 被

及と及
。ー） 佐を

コうコ。 保
な 又除

ス）スで 人排

ー

こ 被れ

辺辺い はさ

周周

。 助い

雪雪と 補て

除除

委委で者

務務人る

業業

定契す般周

。争除

平 北め約る競辺

７ 道契よ入雪

成 海るに
に調の務 年 警約り札業
告託 令 本係達公委 政 察
長一すを契 第 部るを
般る行約

第

争方札 ）

山競地う 号

札共運 ２

田入公幌

いた
とめ

」定
令を

政格
第

）
。
う。

５
の

条

く く

５

））

。。 日日
格 な申資申

らたアイ資

審書出 請審 い格請提提
のの の先 査類先査 出 。

つ雪

いか除

な、に

のを

４

合、機

場
中びて格申資

に及め資
請

げ済小協い審格

掲経

との査

る産企業る査審

等合き申の の 資業業組

い

契っな

託託あで

格局

年つ

３

に、こ

約て

除人下て
法 ４資中以い

第 企 雪とは 格律 小
業 従し中、 要
等 事、件小当

に団転 条

員常企該 号

試

廣加の許 ３

参体免 第

ーン路

可ロダ道

す物号

第

ラリト業

プタプ作

変

タ
バ ク

ラ、
ト型

の
項

１

在申 名 方申提所再 の

ケ

、る

法はす称地請

請出
掲に海海

にと北北

次こ
察幌

るり警札

げよ道道

書な部中

請わ本市

申行

長協に。請申

類け総央

期は

件が同あの請
時 要

う合て期、

は行組っ時

、び成

適官法は及平

、
用公第

し需３設方

な適条立法年

い格第の

日

合号に５

。組４際月

） の協

証掲格か

のに資

の等小 特第 同 職駐業中
条 合 別必例協企 ３ 組 種
業人組等 第 法 従要同業

及」同 項 昭 員員合協 １

、びと組 第 和 は
態う又 号 年 特形い合 ７

協 掲 律 車等。は に 法 殊
運つ及業 げ 第 両に）

付ッ

ウーラ車

クブ き

ラ ）

シ
付 以

１１１

）
上） ）

以き 上

シ
ッ ー

台台台台台

１１

ル量
ベ
容 ョ

ト

区

台
１

ル、
ー上
イ以

ホ

な施２

提ば部北

のれ務
７

にな課西

先ら設条

出
先
出

提
該目

当。丁

、い

る有平

明げをら

示
指
の

有企す成

を
す業る

る組者年

と合で

きあ月

のま

下も日

。以る５
に

組成間

業構の

企がで

合員

転いび組 る

手て中合 協 号

次 組 第

月６は小が 業 ）

人、企
団い 条

日、入業の 合 ３

一札

れ 下 規

平般説体ず 以 に

両書組か 定

成車明の

該 業 る

年運で織に 協 す

手明関当 組 中

１転説に
」 企

２２すすす 合 小

月
平

日人るるる

平平 平

成 成成 成 月月月

年 年年 年 日日日 １

平平平 月月月月

１３１

日日日日 成成成

１１１ 平平平平 年年年

月月月 成成成成

２ ２

平平
日日日 年年年年 ２

成成

年年
１

月月

日日

三平平 八成成

のし

し
成
作

り
よ

に

年年

う数れ

い半け

と過な

」 法と と 業

）占な

。をば

協

除普律き い 等

を、。

く通は う
和２ 組）

。作昭、 。 同

にの

）業
員合

月月月 ををを ３３３３

除除除 月

く く
））

。。。 日日日日 く

月月

３３
）

日日



イ

平 札

成 幌調モトトロ

十 運達ーララー

三 転をタククタ

年 免すータタリ

十 許るグーーー

北 海

協１
調

のおの平入ア

次な定

に達札

と、適成札

おこ用

すす運

りのを年付を幌

一入受

事特免

般札け月るる転

係。日項定許

競にる５

争

道 公 報

北 ７

海
道 約資資

警 資に有資格

察 効 格係格格を

本 期 のるは有

部 間 有一１のす

告 の 効般のる

示 喪者

更

期競

第 間争にが

第

６

格再再し格資

イウ成資
申有 申格 中を企申たの

組し請効 請の 小有業請
の 業る合よ書期有 企す

及期 方 等者又う類間効
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